
 
令和７年度全国学力・学習状況調査 

埼玉県全体（公立）の調査結果概要 
 

 
■調査の概要 
 

 実 施 日  令和７年４月１７日（木） 
※中学校理科は令和７年４月１４日（月）～１７日（木）のうち 

いずれか１日（CBT（Computer Based Testing）で実施） 
 

 調査対象   以下の学年の原則として全児童生徒を対象とする。 

   【小学校調査】 小学校第６学年、義務教育学校前期課程第６学年、  

             特別支援学校小学部第６学年 

   【中学校調査】 中学校第３学年、義務教育学校後期課程第３学年、  

             中等教育学校前期課程第３学年、  

              特別支援学校中学部第３学年 
 

  調査実施児童生徒数  

   【小学校調査】５５，９９９人（さいたま市を含む） 

４５，０３５人（さいたま市を除く）  

   【中学校調査】５２，５１９人（さいたま市を含む）  

４２，７６６人（さいたま市を除く）  

                ※実施児童生徒数が一番多かった教科の人数としています。 

       

  児童生徒に対する調査  

    １ 教科に関する調査  

     (1)小学校調査 国語、算数、理科 

     (2)中学校調査 国語、数学、理科 

      ※以下の①と②を一体的に問う問題が出題されている 

① 身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容や、 

 実生活において不可欠であり常に活用できるようになっていることが望まし 

 い知識・技能等 

② 知識・技能を実生活の様々な場面に活用する力や、様々な課題解決のため 

 の構想を立て実践し評価・改善する力等  

  

    ２ 質問調査 

     学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等に関する調査  

  

  学校に対する質問調査 

     学校における指導方法に関する取組や学校における人的・物的な教育条件の    

    整備の状況等に関する調査 

 

 

 



■埼玉県の学力調査結果の概要（教科ごとの平均正答率） 
 
（さいたま市を含む） 
                                           （単位：％） 

   

    ※  文部科学省の発表に基づき、全国平均正答率は小数第1位まで、県平均正答率は小数点以 

下を四捨五入した結果を示す。  

   ※ 平成２９年度から、国からの都道府県別の平均正答率における全ての公表・提供資料は整

数値に変更されている。   

  ※ 令和７年度、中学校理科の結果は国からＩＲＴスコアで示される形に変更されている。 

     

 

（参考 さいたま市を除く） 
                             （単位：％） 

校種・学年 年 度  国 語 算数・数学 理科 

小学校 

第６学年 

R7 
県 

６７ ５７ ５７ 

R6 ６９ ６３ R4 ６４ 

中学校 

第３学年 

R7 
県 

５５ ４９ 
ＩＲＴ 

スコア 
４９９ 

R6 ５９ ５２ R4 ４８ 

 
 ◇用語説明 

  「教科ごとの平均正答率」 

   それぞれの平均正答数（児童生徒の正答数の平均）を設問数で割った値の百分率 

校種・学年 年 度  国 語 算数・数学 理科 

小学校 

第６学年 

R7 

県 ６８ ５８ ５８ 

国 ６６．８ ５８．０ ５７．１ 

R6 
県 ６９ ６４ 

R４ 
６５ 

国 ６７．７ ６３．４ ６３．３ 

中学校 

第３学年 

R7 

県 ５５ ５０ 
ＩＲＴ 

スコア 

５０２ 

国 ５４．３ ４８．３ ５０３ 

R6 
県 ５９ ５３ 

R４ 
４９ 

国 ５８．１ ５２．５ ４９．３ 


